
１　点検結果集計 （単位：人）

２　県民意見と対応状況

３　平成30年度当初予算案での対応

（単位：千円）

「県民協働による事業改善」点検結果と対応状況

事業
番号

A-2 事業名 信州木のある暮らし推進事業
担当
部課名

建設部
建築住宅課

現行
どおり

移管・
廃止改善の方向性

改善項目（複数回答）
姿・目標 事業内容 広報手法 連携 その他

点検者

強化・拡大 11 6 8 5 4

1

事業改善の必要あり

1 3 2

合理化・縮小 1

6 0

県民意見 県としての考え方・対応方針
【姿・目標】
・大工技能者を育成するだけでなく、伝統工法や伝統建
築物の推進など大工技能者が求められる環境を作ること
が重要。

・林業従事者の育成及び良質な県産材の流通体制の整
備を優先すべき。

・既存住宅のリフォームなど、大工技能者が活躍できる場所の
創出に取り組みます。
・市町村と連携し、古民家等を活用したまちづくりなど、伝統工
法や伝統建築物の支援策を検討してまいります。
・生産・流通に関わる林業・木材産業への支援とともに、直接エ
ンドユーザーに係る建築業への支援も併せて実施することによ
り、一層の推進を図ります。

合　計 18 9 9 8

0 0
現状維持 6 2

【事業内容】
・信州の木への関心を醸成する取組を強化すべき。
・木造建築担い手育成啓発事業については、技能者が
不足している現状に鑑み、事業規模の拡大を図るべき。
・県産材のブランド化等の付加価値を加えるなど、「信州
の木造建築の価値」の啓発という一本化した事業展開が
必要。

・信州の木や木造建築の担い手としての大工技能者への関心
をより一層高めるため、木造建築担い手育成啓発事業や”信州
の木”建築賞は、事業内容の充実を図ります。
・信州プレミアムカラマツや信州型接着重ね梁などの県産材ブ
ランドや、本県を代表する樹種であるカラマツの強度や美しい
色合いなどの強みを林務部と連携して発信してまいります。

【広報手法】
・信州の木建築賞は、建築業界だけでなく、一般県民へ
もPRして、信州の木の魅力を発信すべき。

・コンパクト住宅は多様なニーズに合わせて、PRを強化
すべき。

・建築業界を始め一般県民や学生など、徹底した周知を図るこ
とにより、信州の木の魅力を発信し、広く県民に親しまれる賞を
目指します。
・コンパクト住宅は多様なニーズに対応できるよう、モデルプラン
の拡充を検討するとともに、積極的なPRを実施します。

【他との連携】
・移住促進事業や建設業界との連携強化を目指したい。

・空き家改修などに信州の木を使って整備してもらったら
どうか。

・コンパクト住宅については、移住セミナーや移住フェア、イベン
トなど、あらゆる機会を通じて一層のPRを行います。またモデル
プランの拡充及びPRは、建築関係団体とともに連携して取組み
ます。
・既存住宅のリフォームの機会を捉え、県産木材の活用を支援
してまいります。

Ｈ30当初予算案 Ｈ29当初予算額 増減

事業費 3,066 11,362 △ 8,296

・担い手育成及び”信州の木”建築賞は、信州の木への関心をさらに高めるため、事業内容充実のための予算を計上

しました。

・コンパクト住宅は、長野県住まいづくり推進協議会と連携して、モデルプラン拡充の検討及びPRを実施します。

・伝統技能の継承と技能を発揮する場の創出のため、市町村と連携し、伝統工法や伝統建築物の支援策を検討します。

〔事業費の主な増減〕

・コンパクト住宅PR費用の増（202千円）

・担い手育成啓発・”信州の木”建築賞

事業費の増 （1,502千円）

・宿泊体験施設整備費補助金の減

（△10,000千円）

［当初予算案時点］


